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　われわれは研究プロジェクトの一環として，カナダ
ではじめられた，0歳から5歳までの乳幼児をもつ親
を対象に作られた親支援プログラムである「Nobody’s 

Perfect」（以下NP） 1 ） 2 ） 3 ） 4 ）を展開し，その実践報告
を行ってきた 5 ）。このプログラムは，子育て中の参加
者がみんなでお互いの子育ての悩みを話し合い，自分
にあった子育ての仕方を見つけていくという特色があ
り，参加者は，プログラムへの参加により，さまざま
な変化を実感していた。そして参加者から非常に高い
肯定的評価を得，ファシリテーター自身にもファシリ
テートしたことの達成感という良好な効果が実感でき
た。NPは親自身のエンパワーメントを高める効果と
ピアサポート効果にすぐれていることを確認した 5 ）。
　このプログラムは週 1 回，計 7  8 回で終了し，そ
の後の評価については報告が見られない。そこでNP

の中期的評価を行う目的で，その後のグループを約 6 
ヶ月間フォローアップしたところ，このグループを自
主グループへの発展へ導くことが出来た。
　今回これらの試みの後，参加者らに面接を行い，そ
れをまとめて報告することにより，実践を振り返り，
親支援活動としてのNPの中期的な評価を行いたい。

 1 ．研究対象
　A町において著者らが展開したNPを終了した 0 歳
～ 5 歳の子どもをもつ29歳～ 44歳までの 8 名の母親

である。

 2 ．調査方法
　上記の 8 名の母親グループを対象として，NP終
了後に月 1 回の参加型の親支援活動を2008年 9 月～
2009年 2 月の 6 ヶ月間にわたり計 6 回継続した。その
内容は，NPに準じた運営方法とした。すなわち 1 回
につき 2 時間，保育つきで，母親たちは親のみのグ
ループでその日に話し合いたい内容を提示した上で，
ファシリテーターの進行のもと，各回，話し合いを
行った。ファシリテーターは，NPプログラム時より
一貫して，著者を含む固定した 2 名で担当した。
　 6 ヶ月のフォローアップが終了した後，最終日に，
参加者に対して非構造化面接により，この支援につい
てインタビューを行った。最終日に欠席した 1 名を除
く 7 名に対して実施した。インタビュー時間は 1 人あ
たり30 50分であった。

 3 ．分析方法
　インタビュー内容はボイスレコーダーに録音し，逐
語録を作成した。この逐語録をもとに対象者のNPに
対する思い，あるいは支援の評価としての内容に着目
し，一文章一意味単位としてコード化した。次に各
コードの意味内容が類似しているものを集めてカテゴ
リー化した。

 4 ．倫理的配慮
　NP開始時からこの支援がアクションリサーチとし
て研究に基づくものであることを説明した上で参加へ
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の同意を得た。その後のフォローアップにおいても同
様に説明，同意を得て行った。また本研究におけるイ
ンタビュー時には，その目的と不参加の場合も不利益
を受けないこと，匿名性を確保し，プライバシー保護
を厳守することを説明し，録音の許諾を得て実施した。

　インタビュー内容から，NPに関する評価として125
のコードが抽出された。それらを分類し，表に示すよ
うに，3 つのカテゴリー［育児スキルの向上］［自らの
成長と喜び］［仲間づくり］と 9 つのサブカテゴリー【子
どもの成長に応じたアドバイスを得る】【多くの人から
体験を聞けることの利得】【子育てについて話し合うこ
とでの振り返り】【話すことによるストレス発散】【他
の人の役に立ったという自尊感情の高まり】【親として
の成長の実感】【自分の時間をもつことの喜び】【地縁
による結びつき】【信頼関係が保たれた中での安心した
語り】とした。以下，カテゴリーを［　　］，サブカテ
ゴリーを【　　】，コードを「　　」で示した。

 1 ．［育児スキルの向上］
　分析の結果，対象者らは，NPとその後のフォロー
アップにより，自分たちの育児スキルが向上したと感
じていた。約 6 ヶ月という中期的フォローアップ期間
で，対象者らの子どもたちも成長した。その期間，対
象者らには，子どもの成長発達に伴うそのときどきの
不安や疑問がわいていたようである。「子どもが大き
くなってきて，NPのときには気づかなかったがあと
になってでてきた問題があった」ことから，中期的に
フォローを受けることにより【子どもの成長に応じた
アドバイスを得る】ことができた。
　ある対象者は，育児に関して何か知りたいことが
あったとき，「個人的に誰かとあってもそんなにいろ
んな答えが返ってくるわけじゃないが，8 人もいると
いろんな答えが返ってきた」あるいは「自分と違った

いろいろな考え方，こういう考えもあるのだ」と【多
くの人から体験を聞けることの利得】を認めた。
　「普通に生活していたら努力しなかったかもしれな
いが，次にみんなに会うときに，自分も変わっていな
いと，って努力しようとした」，「ここに来て，うだう
だ言っているようでもなんとなくヒントになったり，
自分はこうだったなと思い出す場面があって，改めて
自分がやってきたことを考えさせられたりした」など
【子育てについて話し合うことでの振り返り】を繰り
返し，「テーマごとに話し合ったことが生活の場面場
面で生かされた」と語った。
　「本当に話すことが楽しかった」，「子どもなしで大
人だけの話がすごいストレス解消になった」など【話
すことによるストレス発散】がなされていた。また
「これまでノイローゼのようにインターネットを頼り
にしていたこともあったが，生の声を聞き，話すこと
がとてもよかった」と，対面して話すことの喜びも語
られた。

 2 ．［自らの成長と喜び］
　「自分が経験したことを話すことによって，何か役
に立っているかなって思ったら嬉しかった」，「専業主
婦でずっといると，人の役に立つというのを実感する
ことがなかった」と【他の人の役に立ったという自尊
感情の高まり】もまた語られた。
　そして「親子役でロールプレイしたとき，子どもの
気持ちがわかったような気がして，それからはなるべ
く子どもの立場で今，どういう気持ちか考えて対応す
るように心がけるようになった」とNPプログラムの
内容が後の子育て場面で役立っていることを語った。
また「子育てのことについて，あまり深く話をするこ
とがなかった。話し合いで解決していったこともあっ
たので，そういうのが自信につながった」と【親とし
ての成長の実感】をしている者もいた。さらに「悩ん
でいるのは自分だけじゃないってのがわかったらうれ
しかった。みんな悩んだり失敗していたりってのがわ

表　抽出したカテゴリー
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かって，自分が悩むことはまちがいでないってわかっ
た」と，育児を前向きに捉えるようになっていた。「悩
むことがいけないとか，悩みを早く解決しようじゃな
くて，楽しみながら悩む，悩みながらも楽しんでるっ
て思えると悩むのが怖くなくなった」という語りも
あった。
　「子どもをみてもらうことで，親だけで和やかな話
し合いができた」，「子どもと離れる時間を持ち，子育
てに振り回されてしまうという現状の中で，自分の時
間を持てることはすごくいいリフレッシュとなった」，
「子どもと一緒だったら，いつも子どもに気がいって
しまう」ことから，ここで過ごす時間の中に【自分
の時間をもつことの喜び】を見いだすことができた。
「母親であっても，自分を大切にすること，私は私っ
て気づかせてくれたことが大きい」，「子どもとの時間
は，誰も縛っていないのに自分で締め付けてた部分が
多かった」とも語られた。また「自分が犠牲になるこ
とで周りが丸く収まるならそれでいいと思ってきたの
が，考え方が変わって，毎日がとても楽しくなった」
と母親としての自分だけではない生き方を考えるよう
になった者もいた。

 3 ．［仲間づくり］
　「A町は小さな子が集まって何かするところって少
ない。閉鎖的で。」や「仲間ができたことは大きい。
近所だしすごく仲良くなった。それが一番だった」，
「NPのメンバーとお茶したり，重なっていく場所も増
えてきて，そこでもまた輪が広がった」，「みんな身元
が知れてるからこの地に（引っ越してきたのだが）馴
染めるかもと思えるようになった」と【地縁による結
びつき】に満足していた。「ここに来るお母さんたち
は子どものことを真剣に考えている。そういうお母さ
んがいるってことがわかってほっとする」，「日常では
いいにくいことでもここでは言えるって言うのが（こ
こには）ある。居心地がいい」など【信頼関係が保た
れた中での安心した語り】を自覚していた。また「NP

の最初のプログラムだけではなくて，半年のフォロー
のお陰で友達同士の集まりが深まった」「みんな腹を
割って話してくれたから，私も腹を割って話せた」，
「このメンバーのいいところは，きついなっていうこ
ともはっきり言ってくれる。普通だったらよくないっ
てことも，話をあわせるってこともあるだろうけど，
はっきりそれをやめてこうしたらいいんじゃないって
いってくれる」とフォローアップ期間をもったことに
よって，仲間同士の関係性が深まったことを認識して
いた。

 1 ．NPプログラムの中期的評価
　今回，A町においてNPプログラムを展開し，その
後約 6 ヶ月間のフォローアップを実施した。すでに筆
者らはNPプログラムの実施後評価として，参加者の
感想とファシリテーター記録から，親自身のエンパ
ワーメントを高める効果，ピアサポート効果を確認し
た 5 ）。また柴田の報告 6 ）では，精神的健康度が高ま
る，育児不安感が減少するという効果も明らかにされ
ている。しかしながらこれらは短期的な効果を評価し
たものである。そこで今回中期的な期間のフォロー
アップ介入により，評価を行った結果，参加者らが
NPプログラムを意識した育児行動場面を持っている
ことを確認することができ，支援効果が持続している
ことがわかった。また参加者らはNPプログラム後の
介入により，【子どもの成長に応じたアドバイスを得
る】ことを評価として挙げていた。子どもたちは成長
を遂げつつあり，親もまた親としての成長を遂げてい
る。したがって，その成長に応じて，戸惑い，不安も
生じてくることが考えられ，継続した支援の重要性が
再認識され，本介入が効果的であったことがわかった。
　NPは親教育のためのプログラムである。したがっ
て，参加者らが親として，人として［自らの成長と喜
び］を感じていたことは意義深い。【親としての成長
の実感】だけでなく【他の人の役に立ったという自尊
感情の高まり】などは，おそらく短期的なNPのみの
プログラムだけでは実感することのできない体験であ
ろう。半年という期間をもってはじめて，親たちは自
らの成長を実感し，そして子育ての後輩にあたる人々
に対しても自らの体験を語れるようになっていた。こ
のような個人の成長とともに，仲間同士の関係性の深
まり，さらにグループ自体が成長できたこともまた中
期的フォローアップの賜物といえるであろう。

 2 ．育児支援のあり方
　A町は若い世代が多く，新興住宅が多い割りに行政
による子育て支援は手薄であり，また親子が集う場も
少なかった。そのため，NPプログラムの実施は非常
に重宝され，喜ばれたのであるが，このNPで知り合っ
たグループメンバーは，その後，フォローアップ時間
以外のときにも，集うようになったという。もともと
仲間を欲していた親たちが集まってきたということも
あろうが，【地縁による結びつき】がさらにそれを強
化し，近所の遊びスポットに一緒に出かけたり，会え
る時間に集まったりというグループ活動が始まった。
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話しにくいことも話せるようになったという言葉も
あったように，関係性が深まることで，信頼関係も築
かれ，より深い話もできるようになっていた。NPプ
ログラムの展開時より，一段と深い仲間グループが形
成され，フォローアップ期間後には，自主グループへ
と発展したのである。一方で，子育て中の母親が「地
縁」をもつほど，有効な支援を得られていると感じ，
「地縁」のない環境では不安や疲労感が増す，という
報告がある 7 ）。子どもを育てている間は，遠くへの外
出もままならないことからご近所感覚でのおつきあ
い，地縁の大切さがわかる。今回の介入では，A町と
いう小さな町での支援に地縁が生かされたと感じてい
る。インターネットや携帯電話が発達した現代であっ
ても，距離感というものが育児サポートには重要であ
ることが示唆される。参加者らは【地縁による結びつ
き】を深め，信頼できる仲間を得てサポートグループ
としての自立を歩み，今後ピアサポートを強化してい
くと予測される。
　ところで富岡ら 8 ）は，育児支援に必要なものの 1 つ
として家族内サポートを高めるための方法，を挙げて
いる。このことは，単に知識や育児方法を提供するよ
うなサポートではないことを意味している。今回の
介入評価として，参加者らが【自らの成長と喜び】を
語ったことにより，母親としてのエンパワーメントが
一層高まり，そのことは家庭において夫や他の家族に
とっても良好な関係性を築く基盤となるのではないか
と考えられる。育児支援において，母親だけでなく家
族内での役割調整や家族へのアプローチの重要性を述
べられているように 9 ） 10），今後は，NPにおいても対
象を母親だけでなく「家族」として，プログラム内容
を構成するなど，応用することが必要であるかもしれ
ない。
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